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２ 高病原性鳥インフルエンザに厳重警戒！
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国内では2010年以降、本病の発生はありませんが、近隣のアジア諸国では発生が
継続しています。特に韓国では2026年も発生が確認されました。
管内では海外からの外国人観光客・技能研修生が増加しており、国内への侵入リ

スクが一段と高まっています。そのような中、本年４月に新千歳空港でベトナムか
ら持ち込まれた山羊肉から、感染性を有する口蹄疫ウイルスが検出されました。
農場へのウイルス侵入を防止するため、関係者以外の立入禁止、農場出入時の消

毒をはじめとした飼養衛生管理を徹底しましょう。
さらに、技能研修等で外国人従業員を雇用している場合は、当該従業員の祖国か

ら国際郵便等も含め、畜産物を持ち込まないよう、改めて指導をお願いします。

１ 口蹄疫の侵入防止対策を徹底‼

早期発見！早期通報！
口蹄疫は、牛や豚などで発熱や食欲不振に始まり、泡状のよだれを流したり、口、鼻、ひづめ、
乳房に水疱（水ぶくれ）ができるのが特徴です。

口唇の潰瘍鼻のびらん 水疱が破れている

水疱が破れている多数の水疱

泡状のよだれ

鼻の水疱



① 衛生管理区域に入る際の消毒を徹底！

② 農場・家きん舎専用の長靴を使用！

③ 野生動物の侵入防止対策を徹底！

POINT③

今シーズン（2025年10月～2026年５月）は16道府県24事例の発生があり、約576
万羽が殺処分されています。道内では道央地区で５事例の発生がありました。

管内でも死亡野鳥等から本病のウイルスが確認されています。来シーズン（2026
年10月～2027年５月）を迎える前に鶏舎・防鳥ネットの点検、破損部の修繕、農場
・鶏舎へ入る際の消毒等、飼養衛生管理を徹底してください。なお、飼養家きんに
異状を認めた場合は速やかに当所へ通報をお願いします。
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発熱、食欲不振、元気消失、うずくまり、便秘に次ぐ下痢、呼吸障害等

異状を発見したら、速やかな通報をお願いします！

国内では、2018年に岐阜県で発生して以降、野生イノシシを介して全国に広くま
ん延し、これまでに104事例の発生が確認されています（R8.5.19現在）。
現在、本道を除く46都府県がワクチン接種による発生予防・まん延防止対策を推

進していますが、依然として散発的に発生しています。本道の清浄性維持・侵入防
止を徹底するため、ワクチン接種地域から豚や精液等を導入することはできません
ので引き続き注意をお願いします。

2024年11月、福岡県及び熊本県で国内初となるランピースキン病の発生が確認さ
れましたが、現在は国内で発生はありません。

本病が発生した場合、発症牛の殺処分等の防疫措置が
必要であり、2026年７月には家畜伝染病に指定される予
定です。全身性の結節や乳量の低下等の疑わしい症状が
みられた場合は、当所へ連絡をお願いします。

２ 高病原性鳥インフルエンザに厳重警戒！

３ 豚熱の侵入防止対策を再徹底！

４ ランピースキン病に注意！

衛生管理のポイント

耳翼の紫斑 元気がない 結膜炎

全身性結節



本病は、BVDウイルスの感染により下痢、呼吸器

症状等を示すほか、妊娠牛では流産等の繁殖障害

や持続感染牛（PI牛）を産出する場合があります。

PI牛は、生涯にわたり多量のウイルスを排出し、

他の牛への感染源となるため、速やかな摘発・と

う汰が必要です。

管内では、近年、哺育預託施設や市場出荷先の

導入時検査でPI牛が摘発される事例が確認されて

います。

BVDウイルスの遺伝子型は主に１型と２型があり

ますが、管内では主に２型が検出されています

（右図）。

BVDの発生予防にはワクチン接種が有効です。本

病の流行を防ぐために、１型と２型の両方を含む

２価ワクチンを定期的に接種するようにしましょ

う（１型のみを含むワクチンの接種では２型の感

染を防ぐことができません）。

６ 牛ウイルス性下痢（BVD）に注意！
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管内の牛サルモネラ摘発事例数

発生 保菌

管内では、令和７年次に本病の発生が３件、

保菌事例が７件、令和８年次（４月末時点）

には保菌事例が１件確認されています。

その中には、哺育預託施設における摘発も

認められ、症状を示さない保菌牛が気付かな

いうちに農場内外へサルモネラを侵入・拡散

させるリスクがあるため注意が必要です。

近年、本病は通年で発生しており、１年を通

じて注意が必要ですが、今の時期からは気温

の上昇に伴い、サルモネラの増殖リスクが高

まります。

農場への侵入及びまん延防止のため、引き続

き日頃の清掃・消毒（牛舎環境（特に飼槽・

水槽）、出入りする人・車両）、野生鳥獣等

の侵入防止、導入時検査、異状牛の早期発見

を徹底しましょう。

こんなときは・・・？

〇 発熱 （４０℃前後）

〇 下痢・軟便 （時に血便）

※下痢を示さない場合もあります

〇 流産、呼吸器症状など

〇 導入時検査で陽性となった

速やかに牛を隔離して
獣医師に連絡しましょう

(件)

28頭

6頭

管内分離株の遺伝子型

（2021～2025年）

2型 1型

５ 牛のサルモネラ症に注意！
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(年次)



７ 監視伝染病の発生状況（令和７年次）

令和７年の監視伝染病の発生状況は次のとおりです。
管内では、ヨーネ病、牛ウイルス性下痢、牛伝染性リンパ腫、サルモネラ症等が

発生しています。日頃より飼養衛生管理基準を遵守し、農場内に病原体を持ち込ま
ないよう努めましょう。

＜参照＞
農林水産省HP：https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/kansi_densen/kansi_densen.html
北海道HP：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/tss/kachikueisei/densenseisippei.html

-4-

病 名 畜種

令和７年（2025年）

全国 うち北海道
うちオホーツク

管内

戸数
頭羽
群数

戸数
頭羽
群数

戸数
頭羽
群数

家
畜
伝
染
病

ヨーネ病

牛 493 1,109 241 947 12 29

めん山
羊

6 21 2 20

豚熱 豚 6 16

高病原性鳥インフルエンザ 家きん 45 80 2 4

伝達性海綿状脳症 めん羊 1 1

腐蛆病 蜜蜂 10 31

届
出
伝
染
病

気腫疽 牛 5 111 3 107

牛ウイルス性下痢 牛 65 111 22 37 2 2

牛伝染性鼻気管炎 牛 3 8 2 6

牛伝染性リンパ腫 牛 2,264 4,594 265 780 23 128

牛丘疹性口内炎 牛 8 13 4 10 3 9

破傷風 牛 98 106 2 3

サルモネラ症
牛 84 152 46 80 1 1

豚 46 104

ネオスポラ症 牛 2 3

馬鼻肺炎 馬 12 14 12 14

豚丹毒 豚 208 719 6 38 1 2

豚繁殖・呼吸障害症候群 豚 23 71

鶏伝染性気管支炎 鶏 18 68

バロア症 蜜蜂 38 1,517 29 1,353 13 938

チョーク病 蜜蜂 25 257 23 251 11 188

ノゼマ症 蜜蜂 4 28

アカリンダニ症 蜜蜂 47 74



８ 令和８年度 家畜伝染病予防事業計画

令和８年度の主な予防事業計画は次のとおりです。検査等の実施にあたり、生産
者、関係機関の皆様はご対応をお願いします。

事業名 実施地域（地区） 実施時期 検査対象

牛のヨーネ病検査
・

飼養衛生管理基準
遵守状況確認

斜里町（全域） 終了（全頭陰性）

24か月齢以上の
繁殖の用に供する

雌牛

遠軽町（全域） ６月～７月

佐呂間町（若佐） ８月～10月

紋別市（紋別） ９月～10月

置戸町（全域） 11月

蜜蜂の腐蛆病検査 管内全域 ８月～９月 蜜蜂

高（低）病原性
鳥インフルエンザ

モニタリング

管内全域
定点モニタリング３戸
強化モニタリング３戸

定点：６～９月
強化：10月

家きん

飼養衛生管理基準
遵守状況確認(※)

牛のヨーネ病検査実施
地域以外の管内全域

通年
牛、めん山羊、鹿

飼養農場

※オホーツク家畜自衛防疫推進協議会及び北海道農業共済組合による巡回

-5-

９ 防疫演習

特定家畜伝染病発生時に迅速な防疫措置を行うため、（公）北海道家畜畜産物衛
生指導協会及びオホーツク家畜自衛防疫推進協議会と共催のもと、次のとおり防疫
演習を開催しました。各演習では、机上演習で伝染病が発生した際の防疫措置の概
要、関係機関の役割を共有し、実地演習で防疫衣の着脱や殺処分の模擬訓練を実施
しました。開催にあたりご協力いただいた関係機関の皆様にお礼申し上げます。

開催場所 開催日 対象疾病 実施演習内容 参加者

網走市 R7.9.26
高病原性

鳥インフルエンザ
防疫衣着脱

殺処分作業（模擬）
66名

北見市 R8.2.19 豚熱
防疫衣着脱

殺処分作業（模擬）
30名

防疫衣の着衣 模擬鶏の殺処分訓練 模擬豚の殺処分訓練



検査目的 材料 検査方法 注意点

ヨーネ病
血清 抗体検査 ６か月齢以上

糞便 遺伝子検査 全月齢で検査可能。親指大以上の量を採材。

サルモネラ症
糞便/環境材料

細菌培養

・健康検査はスワブで検査可能
・発症疑いの場合は、直検手袋で多めに採材

菌株 菌株：単一コロニーが確認できるもの

牛伝染性リンパ腫

血清 抗体検査 全月齢（移行抗体が残存する月齢を除く）

全血
白血球数/
遺伝子検査

・６か月齢未満の場合、全血を用いた遺伝子検査
・血液が凝固していないこと

血液塗抹標本 白血球百分比
採材当日に搬入できない場合は、メタノール固定し
た血液塗抹標本を併せて送付

牛ウイルス性下痢
血清

遺伝子検査
６か月齢以上

全血 ６か月齢未満

馬パラチフス 血清 抗体検査

・登録書の写しを同封
・無登録の場合は、特徴等を記載
・特徴の確認が困難な場合は、馬の顔面・全貌
が分かる写真を添付

呼吸器病
鼻腔スワブ

ウイルス/
細菌学的検査

１頭につき３本必要(ｳｲﾙｽ、細菌、ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ)

ペア血清 ウイルス抗体検査 ３mL以上。後血清は３週間以降に採材。

下痢
糞便

ウイルス/
細菌学的検査

直検手袋を使用し、
親指大以上の量を採材

ペア血清 ウイルス抗体検査 ３mL以上。後血清は３週間以降に採材。

異常産
（流産等）

胎子/胎盤
母牛血清

ウイルス/細菌/
寄生虫/病理
学的検査

胎子は必須、胎盤は可能な限り採材
(母牛血清のみでは、原因特定は困難)

10 病性鑑定材料の採材及び送付方法

＜ 病性鑑定の依頼にあたって ＞
① 必ず事前の連絡（電話またはFAX）をお願いします。
② 検体は、破損や液漏れがないように梱包し、冷蔵(チルド)で送付してください。

→ 原因検索では、発症早期で未治療の個体から採材するのが望ましいです。
→ 集団発生の場合は、複数頭の材料が必要となります。

③ 検体と併せて、検査目的・項目や必要な情報を記載した書類を添付してください。
→ 特に呼吸器病や下痢等の原因を特定するためには、疫学的な情報が重要となります。

【必要な情報】
個体等の情報：個体識別番号(馬では名号)、生年月日、性別、品種、採材日・採材者 等
疫学的な情報：発生状況・群への拡がり方、ワクチン接種歴、導入歴、カルテ 等
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採材後、生食
などで綿球を
軽く浸す

疾

病

別

原

因

検

索
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12 牛のヨーネ病自主検査

11 病性検定手数料

◆ 検査手数料：4,400円/頭
◆ 検査内容 ：血液（血清）を用いて抗体検査（スクリーニング法）を実施します。

※採血時に生後６か月齢以上であることを必ず確認してください。
※採血は締切日の１週間以内（前週の火曜日～締切日）に行ってください。

◆ 必要書類 ：① 病性検定診断申請書
② 採材年月日･採材した獣医師が記載された書類(採材証明書の写し等)
③ 検査個体が確認できる書類（登録証の写し等）

◆ 検査材料は締切日の17:00までに搬入してください。
◆ 陽性時は陽性牛の糞便を採材し、確定検査（リアルタイムPCR法）を実施します。

次のとおり実施しますので、ご理解とご協力をお願いします。

令和８年 検体の締切日
６月 ８日（月）、15日（月）
７月 ６日（月）、13日（月）
８月 17日（月）、24日（月）
９月 14日（月）、28日（月）
10月 19日（月）、26日（月）

11月 ９日（月）、16日（月）

12月 ７日（月）、14日（月）

令和９年 検体の締切日
１月 18日（月）、25日（月）
２月 15日（月）
３月 ８日（月）、15日（月）

※臨床的にヨーネ病を疑う牛の検査は、
随時受け付けています。

〈 締切日 〉

お問合せが多い検査内容の手数料をお知らせします。

検査内容 検査法 項目 金額/牛１頭

ヨーネ病
抗体検査

（スクリーニング法）
特殊血清・遺伝子学的検査 ¥4,400

牛伝染性リンパ腫
（旧:牛白血病）

抗体検査（ELISA法） 特殊血清反応検査 ¥3,220

遺伝子検査（PCR法） 特殊理化学的検査 ¥3,160

白血球数測定 鏡検 ¥780

白血球百分比測定 鏡検 ¥780

牛ウイルス性下痢
（BVD）

遺伝子検査（PCR法） 特殊理化学的検査 ¥3,160

呼吸器病原因検索 解剖を伴わない、
総合的な病原体等の検査

総合病性検定 ¥7,670
下痢病原因検索

異常産原因検索 解剖を伴う、
総合的な病原体等の検査

総合病性検定
（病理解剖検査を行う）

¥10,980
死亡(疾病)原因検索

証明書 １頭ずつの個体証明 ¥500
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13 生乳への抗菌性物質残留事故が多発！

オホーツク管内では、令和７年度に７件の事故が発生し、約217トンの生乳が廃棄
され、損失額は約3,800万円でした。廃棄乳量は全道の約３分の１を占め、道内ワー
スト１位でした。
原因の多くは、マーキングの見落としや、搾乳者への伝達ミス等でした。
また、今年度に入り早くも１例目の残留事故が発生しています（５月６日）。
ミスは誰にでも起こりえます。「２カ所以上のマーキング」＋「治療牛の隔離」

＋「ホワイトボードへの記入」＋「作業者間の連絡の徹底」＋・・・など、
複数の予防対策をとり、事故防止に努めましょう。
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14 食肉中の注射針・抗菌性物質・手術糸の
残留事故が発生！

令和８年４月、オホーツク管内の農場から出荷された牛の食肉中から破損注射
針が発見される事例が２件、抗菌性物質の残留事例が１件、手術糸の残留事例が
１件、相次いで発生しました。
これらの事例では、残留の可能性があることの申告がなく、さらに、４件中３

件で、と畜申請時に投薬歴及び病歴の申告がありませんでした。
生産者及び関係者の皆様におかれましては、誤って食肉中に残留したまま流通

してしまったらどうなるか、今一度心に留めて、出荷時のルールを遵守してくだ
さい。

◆と畜検査申請時、牛は直近概ね３ヶ月、それ以外の獣畜は概ね２ヶ月以内の
投薬歴及び病歴の申告がと畜場法施行規則で定められています。

◆抗菌性物質以外の動物用医薬品やビタミン剤、ワクチン等の使用禁止期間・
休薬期間のない薬剤も申告が必要です。

足バンドも
しよう！

見やすく、複数カ所
スプレーしよう！

（件）（t）

・残留の可能性がある場合、必ず出荷先に伝える

・医薬品の使用禁止期間・休薬期間を守る （投薬記録を残し、出荷前に確認）

・ワクチン接種後20日間は、と畜申請を自粛する

【守ってください！！】

217トン
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16 早めの暑熱対策を！

15 放牧シーズン到来！

公共牧場で放牧が始まります。入牧牛が元気に育って農場に戻れるよう、以下の
点に注意して疾病予防に努めましょう。

最近の研究から、暑熱ストレスは暴露された個
体だけでなく、間接的に次世代以降（子、孫）に
も影響を及ぼすことが分かってきています。
将来を見据えて今のうちに積極的に暑熱対策に

取り組みましょう！

① 外から熱を入れない ： 遮光ネットの利用、屋根への散水
② 体から熱を逃がす ： トンネル換気、窓の開放
③ 体調管理 ： 冷水の十分な給水、給餌時間の配慮、ミネラルの補給
④ 放牧時の注意点 ： 日陰の確保、水源の確保、早朝・夜間の放牧
※作業時は、人も無理せずこまめに休憩・水分補給をしましょう

＜対策のポイント＞

その他、当所では随時、寄生虫の検査を受け付けて
います。駆虫方法等のアドバイスもできますので、
お気軽にご相談ください。

① 入牧前のワクチン接種や入牧後の定期的な駆虫は万全に！
② 血便や下痢、貧血など、気になる症状を呈する牛を発見したら、

早めに当所までご連絡を！
③ 牧野においても暑熱対策を忘れずに！

～当所からのお願い～
今年度から、公共牧場における放牧衛生実態調査を再開します。
つきましては、各公共牧場の管理者の皆様へ、当所より調査表を送付しますので、

ご提出いただきますようご理解とご協力をよろしくお願いします。
また、併せて哺育・育成施設への衛生実態調査も実施しますので、ご協力をよろし

くお願いします。

扇風機は今のうちに
点検・清掃を！！

オホーツク管内では、昨年７～８月に乳用牛16頭が暑熱被害で死亡・廃用となり
ました。
当管内は気温差が大きく、全道でも特に猛暑になりやすい地域です。今年の夏も

全国的に平年より気温が高くなる予報のため、できる範囲で早めに対策を施し暑熱
ストレスから家畜を守りましょう。

、



17 死亡牛の伝達性海綿状脳症（BSE）検査

令和７年度、当所BSE検査室では264頭の検査を実施し、全頭陰性を確認して
います。検査頭数は令和６年度（275頭）と比較し、11頭減少しました（対前年
比96％）。

当検査の円滑・確実な実施にあたりまして、関係の皆様におかれましては、
死亡牛の早期搬出・関係書面の正確な記入等、引き続きご協力をいただきます
よう改めてお願い申し上げます。

【死亡獣畜処理指示書を発行する獣医師の皆さまへのお願い】

（１） 『死亡獣畜処理指示書』を正確に記載し、BSE検査対象牛の場合は、速やかに

当所へ届け出（FAX）をお願いします。

（２） BSE検査対象死亡牛の届け出の際、特に“記載間違い・記載漏れ”が

多い箇所は下図のとおりです。指示書の交付前に今一度、確認をお願いします。

（３） BSE 検査「要」の場合、農場の方にその旨、お声がけをお願いします。

（４） 今後は気温上昇に伴い、BSE検査対象死亡牛の死後変化が短時間で進む

時期となります。死後変化が顕著になると、検査部位の融解化が進み、検査に

支障をきたす場合がありますので、飼養牛の死後は、速やかな検案及び

輸送業者による運搬を飼養者にご指導願います。

BSE検査の「要・否」を
判断した根拠を知る
手がかりになるため

病名（死因）は正確に
記載して下さい！

※ 旧様式を
使用する場合

★こんな時は？
《例》 病名（死因）は低Ca血症だが、生化学検査で確定診断したのでBSE検査は否とした。

⇒  指示書の余白に「生化学検査で確定診断したのでBSE検査対象外」と記載し、

「検査除外と判断した理由」が分かるような情報も明記して下さい。

-10-



18 ご挨拶

【転出者】 所長 松岡
次長 上村
予防課長 本間
主査 上野
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４月１日付けで所長に着任しました髙久（たかく）です。
オホーツク管内での勤務は16年ぶり３回目になります。

「網走家畜衛生情報」を御覧いただいている関係者の皆様には、日頃より、当所
が推進している家畜衛生業務や家畜伝染病防疫等にご理解やご協力をいただいて
おりますこと、心よりお礼申し上げます。

さて、家畜衛生を取り巻く情勢ですが、牛ではヨーネ病、サルモネラ症、牛ウイ
ルス性下痢、牛伝染性リンパ腫が道内で多発しています。
豚では豚熱が都府県の飼養豚や野生イノシシに断続的に発生しています。
家きんでは高病原性鳥インフルエンザが毎年10月～４月に本道を含めた全国各地
で発生しています。

家畜伝染病の発生は、生産現場に与える直接的な損失はもちろんですが、道民の
食生活や関連産業の停滞など、間接的な影響も少なくありません。

こうしたことからも、一つでも多くの家畜伝染病を“発生させない～発生を少し
でも減らす”と言う結果を出し続けることが、オホーツク管内の生産者や関係者
のみなさまの利益に繋がると思いますので、家畜保健衛生所として、何すべきか、
何が出来るかを考え続け尽力してまいります。

関係者のみなさまにおかれましては、引き続き、当所の業務や防疫等にご理解と
ご協力をいただくとともに、それぞれのお立場でのご尽力をお願いいたします。

【転入者】 所長 髙久
次長 前田
BSE検査室長 伊藤
予防課長 井上
主査 長尾
専門主任 大林
専門員 武智

19 異動者のお知らせ



20 問合せ先

北海道網走家畜保健衛生所
〒090-0008 北見市大正323番地5

TEL 0157-36-0725

(休日･時間外：0152-41-0603)
FAX  0157-36-5801
開庁時間 8:45～17:30

北海道網走家畜保健衛生所
BSE検査室

〒099-6503 紋別郡湧別町開盛849番地1

TEL  01586-4-2448

FAX 01586-2-4885

開庁時間 10:30～16:00（月・水・金曜日）

お問合せがある場合は、以下を参考に各課・室へご連絡ください。
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指導課

予防課

・動物薬事（動物用医薬品販売業許認可、
動物用医薬品等に関する講習会など）

・獣医事（診療施設、診療年報など）
・安全指導（畜産物への残留事例関係）
・生産性向上対策（慢性疾病の調査・検査・対策の検討）
・放牧衛生（公共牧場関係）
・哺育・育成施設の衛生
・着地検査（海外・道外からの家畜導入関係）
・家きんのモニタリング検査
（鳥インフルエンザ浸潤状況調査）

・広報全般

所長 次長

・伝染病防疫（牛・馬・豚・鶏・めん山羊・蜜蜂）
・定期検査（5年に1度の牛のヨーネ病検査、

蜜蜂の腐蛆病検査など）
・飼養衛生管理基準の遵守状況の確認
・定期報告
・防疫演習（口蹄疫、鳥インフルエンザ、豚熱など）
・ヨーネ病防疫（ヨーネ病発生農場の検査関係）

・病性検定全般
（細菌、ウイルス、病理、寄生虫、生化学的検査など）
・ヨーネ病自主検査
・種畜衛生検査
・共進会衛生検査
・サルモネラ検査
・講習会・技術研修会への講師派遣

・死亡牛のＢＳＥ検査BSE検査室

病性鑑定課


